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時事解説

　ベクター（節足動物）媒介性疾患は、世界の特定の地域や国々ではヒトや動物の健康にとって最も深刻な

脅威の一部となっている。歴史的に生じた境界線（国境）を超えて伝播する病原体は増加を続けており、こ

れは少なからず生きた動物や畜産物の国際貿易の継続的な拡大および地球規模の気候変動によるものであ

る。２種類のヒトの病原体、チクングニヤウイルスおよびジカウイルスが近年、アフリカ大陸から世界へ蔓

延したことは、これらの疾病やその他の節足動物媒介疾患を封じ込めることが国際社会においていかに困難

なことであるかを物語っている。

　感染症に関して、今日の世界では、異なる国々のヒトと動物が、地球規模で共生しており、国境や国の政

治的影響の及ぶ範囲が曖昧になっていると考えることが、より適切である。疾病を含めあらゆる問題に関す

る情報を交換する上で、ソーシャルメディアが重要な役割を果たす国際社会になってきた。

　米国における特定の疾病のベクターの多様性や生息域に加えて、特定の節足動物、例えばマダニや蚊で、

これまで国内で認められていなかったいわゆる外来種が侵入する可能性があることを心に留めておく必要が

ある。フタトゲチマダニ（Haemaphysalis longicornis）の米国における最初の発見に関する本号の記事は、外

来マダニ種によってもたらされ得る課題を浮き彫りにする。フタトゲチマダニは、多くの環太平洋諸国にお

いて様々な疾病の媒介生物となり得ることが明らかとなっているが、米国で動物やヒトの疾病を伝播する潜

在的能力についてはまだ解明されていない。この数か月間に、外来種のヤマトヤブカ（Aedes （Ochlerotatus） 

japonicus）のスペインへの侵入ならびにマダニ（Hyalomma marginatum や H. rufipes） のドイツへの侵入も

報告された。

　2018 年に初めてフタトゲチマダニの発見が報告されたが、その後の調査によって米国内では 2013 年に

は生息していたことが明らかとなった。この最も新しい経験から学ぶべき教訓は、蚊やダニが媒介する既知

のウマ科動物の疾病の、潜在的なベクターとなり得る様々なダニや昆虫種の生息域や分布を確立するために、

これらの種の生息数について、より大規模な疫学調査やモニタリングが必要であるということである。

　将来発生するであろう疾病の脅威により適切に対応するために、大規模な疾病の発生への適切な対応能の

改善と共に、より包括的なベクターおよび疾病監視プログラムに向けての基盤を支える資源を活用する必要

がある。そうした脅威のリスクは、商取引のグローバル化の継続的な成長、我々を取り巻く環境の気候変動

による影響、そしてベクターやベクター媒介性疾患の拡がりとともに、いや応なく増加するであろう。

　次に発生するであろう新たな疾病の脅威に対してより十分に準備するためには、新たな疾病あるいは外来

性外部寄生虫の症例や流行時の対応でしばしば「第一対応者」となる臨床獣医師への更なる周知と高度な教

育が不可欠である。発生する可能性のある様々な疾病の脅威に対処するには、社会全体への教育と国民全体

による参加もまた重要である。

連絡先：Peter J. Timoney, MVB, MS, PhD, FRCVS

　　　　ptimoney@uky.edu

　　　　（859） 218-1094

　　　　Charles Issel, DVM, PhD

　　　　cissel@uky.edu

　　　　Maxwell H. Gluck Equine Research Center

　　　　University of Kentucky

　　　　Lexington, KY 
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国際情報

2018 年第 2 四半期 　

　イギリスのニューマーケットにある国際健康情報収集センターとその他の諸機関から以下のウマの疾病の

報告があった。 　

　アフリカ馬疫の発生が、南アフリカのウエスタンケープ州を除くほとんどの州で報告された。スワジラン

ドでは 1 件発生した。馬インフルエンザがアルゼンチン、英国、ウルグアイならびに米国で発生した。ア

ルゼンチンでは、5 つの州の 10 施設において少なくとも 42 例が診断された。主に 3 歳のウマが感染した。

ウイルス株は、H3N8 型フロリダ亜系統クレード 1 に属していた。英国ならびにウルグアイでは、それぞれ

1 件発生した。米国では馬インフルエンザは風土病として報告されており、4 つの州で発生し、そのうち 1

州では複数例の発生が確認された。

　ドイツ、アイルランド、スイス、英国ならびに米国では、腺疫の発生が報告された。確認された腺疫の発

生数は、ドイツで 6 件、アイルランドで 4 つの州で多数、スイスでは 8 件であった。英国ならびに米国で

は風土病として報告された。米国では 24 州で 178 例を含む 85 件以上の発生が報告された。

　馬ヘルペスウイルス 1 型（EHV-1）感染症が、ベルギー、デンマーク、フランス、ドイツ、ギリシャ、

アイルランド、日本、南アフリカ、スイス、英国ならびに米国で報告された。発熱を伴う感染例が米国の 3

つの州で診断された。EHV-1 による呼吸器疾患が、ベルギー（10 件）、フランス（7 件）、ドイツ（1 例）、

スイス（1 件）、英国（1 件）、米国（複数の州で広範囲）で確認された。EHV- 1 による流産が、デンマー

ク（1 例）、フランス（8 例）、ドイツ（12 例）、日本（7 施設で 9 例）、南アフリカ（2 例）、英国（5 例で、

そのうち 3 例は 1 施設で発生）および米国（2 例）で報告された。

　EHV-1 に起因する新生子馬の疾病が、フランス（1 例）と英国（2 例）で診断された。

　EHV-1 による神経疾患が、デンマーク（2 例）、フランス（4 例）、ドイツ（1 例）、アイルランド（2 例）

および米国（8 州で 10 件、1 件を除いて全て 1 例）で報告された。

　馬ヘルペスウイルス 4 型 （EHV-4） による呼吸器疾患が、アルゼンチン（4 件）、ベルギー（1 件）、フラ

ンス（59 件）、ドイツ、南アフリカとスイス（それぞれ 1 例）ならびに英国（4 件）で報告された。フラン

スならびにドイツでは、EHV- 4 による流産がそれぞれ１例報告された。

　馬ヘルペスウイルス 2 型／ 5 型感染症が、米国のいくつかの州で複数発生し、呼吸器疾患が認められる

症例も認められた。

　馬伝染性貧血の発生が、カナダ（2 施設でそれぞれ 1 例）、 ドイツ（1 例）、ギリシャ（1 例）ならびに米国（6

州で 18 例、そのうち 12 例はテキサス州）で報告された。

　南アフリカでは、馬ピロプラズマ病が全土に広く存在しており、5 州において複数例が確認された。

　ドイツでは、伝染性子宮炎の病原体である Taylorella equigenitalis がアイスランド種の種牡馬 8 頭と牝馬

1 頭で確認された。7 施設で発生があった。

　スイスと米国ではそれぞれ 1 例ずつ、EHV-3 による馬媾疹の発生が報告された。

　サルモネラ菌感染症がアイルランド（1 例）と米国（12 例でその多くは血清型 B 群サルモネラによる）

で報告された。米国では馬ネオリケッチア症（ポトマック馬熱）が 3 例確認され、ドイツではロタウイルス

による下痢が子馬 1 例で確認された。

　米国のネブラスカ州では、狂犬病が 1 例確認された。

　米国では東部馬脳炎の発生が 10 例報告され、全てフロリダ州における症例であった。

　ウエストナイル脳炎が、ブラジルと南アフリカでそれぞれ 1 例報告された。

　南アフリカは 16 例のミドルブルグウイルス感染や 2 例のシュニウイルス感染による脳炎症例の発生も報

告した。

　南アフリカでは馬脳症の発生が報告された。5 州で 33 例が診断され、そのうちウエスタンケープ州では

7 例が発生した。

　ロドコッカス感染症は米国で風土病であり、調査期間中に 14 例の発生が確認された。

　ドイツでは 1 例のアナプラズマ感染症、またスイスでは 4 例のエールリヒア症の発生が確認された。
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国内情報

フタトゲチマダニ （Haemaphysalis longicornis）: 外来種マダニに対する課題

　フタトゲチマダニ（Asian longhorned ticks：ALT）は、小型の赤褐色のダニで、即座に識別できる特

徴がない。さらに未吸血の成虫は、米国でよく見られる他のマダニ科のダニより小さい（3 〜 4mm）。米国

において最初に ALT と同定されたのは、2017 年にニュージャージー州において重度に寄生されたヒツジ

から採取した検体であった。本件は米国において過去 50 年間で新種のマダニ類が検出された初めてのケー

スと考えられた。しかしながらその後の調査によって、2013 年にニュージャージー州においてイヌから採

取した検体が、当初はウサギに感染する米国に生息するチマダニ属のダニ（Haemaphysalis leporispalustris）

として同定されていたが、実は ALT であったことが判明した。その結果、ALT は何年も前から生息し各

地に広がっていたことが明らかとなった。2018 年 8 月現在、ALT はアーカンソー州、コネチカット州、

メリーランド州、ニュージャージー州、ニューヨーク州、ノースカロライナ州、ペンシルベニア州、バージ

ニア州、ウエストバージニア州の 1 カ所以上で確認されてきた（図 1）。報告された宿主として、ウシ、イヌ、

ウマ、オポッサム、オジロジカなどがある。

　中国、韓国、日本に本来分布する ALT は、オーストラリアやニュージーランドに定着し、様々な野生動物、

家畜やヒトを吸血している。本種は高温多湿が至適環境である。しかしながら、発育零点の 12℃から致死

温度である 40℃まで耐えることができる。本種の成虫および特に幼虫期は比較的脱水に対する耐性が低く、

このことが本種の米国での分布域に大きく影響を与えるであろうと考えられる。

　ALT は３宿主性でおおよそ１年の生活環を有する。本来の生息域では雄雌はほぼ同数であるが、米国で

は雄はほとんど見つからない。米国では単為生殖（雄による授精を必要としない雌性産生）が主な生態の特

徴である（図 2）。雌は約 2,000 個のすべて雌となる卵を産卵することができ、そのため定着するとその地

域の個体数は急速に増加する。その結果、寄生された宿主には著しい失血が認められ、またストレスがかかる。

ALT が最初に侵入した時期は不明であるが、遺伝子マッピングによって 3 つのミトコンドリア DNA 系統

が特定されている。このことは少なくとも 3 つの異なる雌性系統があることを示す。単為生殖は、新しい生

息場所の環境要因に対して比較的迅速な生物型（バイオタイプ）の選択が可能となる。

　中国においてヒツジから採取した ALT によると、耳や眼周囲がよく吸着される部位である。米国で採取、

検査された検体はいかなる疾病の病原体も保有していなかったが、ALT はアジアにおいては疾病のベクター

図 1.　米国内におけるフタトゲチマダニの分布（2018 年 8 月 30 日現在）
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となり、オーストラリアやニュージーランドではウシのタイレリア症やバベシア症、韓国ではアナプラズマ

症の原因となる。重症熱性血小板減少症候群（Severe fever with thrombocytopenia syndrome：SFTS）

は、新たに発見されたプレボウイルスに属する SFTS ウイルス（SFTSV）を原因とする東アジアの新興性

の出血熱である。フタトゲチマダニは SFTSV のベクターとして疑われてきた。米国においてフタトゲチマ

ダニが SFTSV のベクターとなる可能性はいずれ分かるであろう。フタトゲチマダニの疑いがある保存サン

プルは、アイオワ州エイムズの国立獣医研究所に同定のため送付すべきである。

連絡先：Lee Townsend, MS, PhD

　　　　ltownsen@uky.edu

　　　　（859） 257-7455

　　　　Department of Entomology

　　　　University of Kentucky

　　　　Lexington, KY
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Second Quarter, 2018

The International Collating Centre, New-
market, United Kingdom, and other sources 

reported the following equine disease outbreaks.

outbreaks of African horse sickness in most prov-
inces in the country with the exception of the 
Western Cape. One outbreak was recorded in 
Swaziland.

Argentina, the UK, Uruguay, and the USA 

UK and Uruguay recorded single outbreaks of the 

in the USA, occurring in four states, with multiple 
outbreaks in one state.

Germany, Ireland, Switzerland, the UK and 
-

breaks included six in Germany, outbreaks in all 
four provinces in Ireland and eight in Switzerland. 

endemic in their respective countries. More than 
85 outbreaks involving 178 cases were recorded in 
24 states in the USA.

Equine herpesvirus 1 (EHV-1) infection was 
reported by Belgium, Denmark, France, Germany, 
Greece, Ireland, Japan, RSA, Switzerland, the UK, 
and the USA. Infection associated with fever was 
diagnosed in three states in the USA. Respiratory 

France (seven outbreaks), Germany (one case), 
Switzerland (one outbreak), the UK (one outbreak) 
and the USA (widespread in various states). EHV-
1 abortion was recorded in Denmark (one case), 
France (eight cases), Germany (12 cases), Japan 
(nine cases involving seven premises), RSA (two 

one premises), and the USA (two cases). 
EHV-1 related disease in neonatal foals was 

diagnosed in France (one case) and the UK (two 
cases). 

EHV-1 associated neurologic disease was re-
ported from Denmark (two cases), France (four 
cases), Germany (one case), Ireland (two cases), 
and the USA (10 outbreaks in eight states; all but 
one involved single cases of the disease).

Equine herpesvirus 4 (EHV-4) respiratory dis-
ease was recorded in Argentina (four outbreaks), 
Belgium (one outbreak), France (59 outbreaks), 

single cases of the disease), and the UK (four 
outbreaks). France and Germany reported single 
cases of EHV-4 abortion. 

-
pesvirus 2 and/or 5 infection in several states, some 
associated with a history of respiratory disease.

Equine infectious anemia was reported from 
Canada (single cases on two premises), Germany 
(one case), Greece (one case), and the USA (18 
cases involving six states; 12 cases were in Texas). 

RSA reported that equine piroplasmosis was 
widely present in the country with multiple cases 

Taylorella equigenitalis, the 
causal agent of contagious equine metritis in eight 
stallions and one mare, all of the Icelandic breed. 
Seven premises were involved. 

Single cases of equine coital exanthema caused 
by equine herpesvirus 3 were recorded by Switzer-
land and the USA. 

Cases of salmonellosis were reported from Ire-
land (one case) and the USA (12 cases, the majority 
associated with strains of salmonella belonging to 

equine neorickettsiosis (Potomac horse fever), and 
Germany one case of rotaviral diarrhea in a foal.

-
braska, USA.

encephalomyelitis, all in Florida.
Single cases of West Nile encephalitis were 

reported from Brazil and RSA. 
RSA also recorded 16 cases of encephalitis due 

to Middleburg virus infection and two cases due 
to Shuni virus infection.

Equine encephalosis was reported from RSA. 

these included seven in the Western Cape Province.
Rhodococcus equi infection is endemic in the 

under review. 
Germany reported a case of anaplasmosis and 

Switzerland four cases of ehrlichiosis.

Muscular Disorders of Athletic Horses

Asian Longhorned Tick (Haemaphysalis longicornis):  
Challenges from an Invasive Ixodid Tick

Asian longhorned ticks (ALT) have small, 
reddish-brown bodies with no distinctive 

markings to facilitate quick recognition. In addi-
tion, unfed adults are smaller (3 to 4 mm long) 
than the familiar commonly encountered hard 

in the USA was based on specimens collected 
from a heavily-infested sheep in New Jersey in 

of a new tick species in the USA in 50 years. 
However, subsequent investigation revealed that 
specimens removed from a dog in New Jersey in 

rabbit tick Haemaphysalis leporispalustris, were also 
ALT. Consequently, the species has been present 
for several years and has spread. As of August 2018, 
this invasive tick has been found in at least one 
location in Arkansas, Connecticut, Maryland, New 
Jersey, New York, North Carolina, Pennsylvania, 
Virginia, and West Virginia (Figure 1). Reported 
hosts have included cattle, a dog, a horse, an opos-
sum, and white-tailed deer. 

Native to China, Korea, and Japan, the ALT 
became established in Australia and New Zealand, 
where it feeds on a variety of wild and domestic 

moist, warm environments. However, it can 
withstand temperatures from its developmental 
threshold of ~12ºC to a lethal high temperature of 
40ºC. Adults and particularly larval stages of the 
species appear to have a relatively low tolerance of 
dehydration, which may play an important role in 
its ultimate distribution in the USA.

that takes about a year. While males and females 
occur in approximately equal numbers over its 

native habitat, very few males have been found 
in the USA. Apparently, parthenogenesis (female 
reproduction without the need of fertilization by 

USA (Figure 2). Females can deposit about 2,000 
eggs, all females, so local populations can grow 

While the initial introduction(s) of this tick is 

least three distinct females lineages. Partheno-
genesis would allow relatively rapid selection for 
biotypes in response to environmental factors in 
its new habitat.

Collections of ALT from sheep in China in-
dicate the ears and periocular areas are preferred 
attachment sites. Specimens collected and tested in 
the USA have not been shown to carry any diseases, 
but ALT are competent disease vectors in Asia 
contributing to theileriosis and babesiosis in cattle 
in Australia and New Zealand and anaplasmosis 
in Korea. Severe fever with thrombocytopenia 
syndrome (SFTS) is an emerging hemorrhagic 
fever in East Asia caused by SFTS virus (SFTSV), 

Haemaphysalis 
longicornis -

potential in North America. Preserved specimens 
of suspected Asian longhorned ticks should be sent 
to the National Veterinary Services Laboratories in 

CONTACT:
Lee Townsend, MS, PhD
ltownsen@uky.edu
(859) 257-7455
Department of Entomology
University of Kentucky
Lexington, KY

Figure 2. The female Asian longhorned tick (ALT) (Haemaphysalis 
longicornis) is able to reproduce without male fertilization to rapidly grow 
local populations after establishment. ALT are able to deposit about 2,000 
eggs, all female. Male ALT in the United States are rare. Source: James 
Gathany, Centers for Disease Control and Prevention

The equine muscular system is the engine room 
of the horse, comprising over half of the body 

complex system, comprised of a vast array of spe-
cialized proteins that coordinate functions ranging 
from power output to heat management. Disorders 
of the muscular system cause poor performance 
and in some cases, death; yet in certain groups of 
athletic horses, 5% to 25% of individuals have 
heritable muscular disorders. Muscle disorders 
are very common in athletic horse breeds because, 

economic metabolism. 
Given the importance of the muscular system 

to athletic performance of the horse, not surpris-
ingly, it has attracted considerable research focus. 
In the past two decades, “tying-up” up in athletic 
horses has been teased into at least three distinct 
disorders, which are heritable and therefore tend 
to have strong breed predispositions. Several other 
heritable muscular disorders of horses have also 

profound weakness to respiratory paralysis and 
early neonatal death. Advances in medicine now 
permit convenient hair or blood tests for many 
of these diseases due to their genetic basis, and 
breeders are encouraged to display appropriate 
stewardship by testing their breeding stock for 

are attempting to identify the genetic signature 

and Standardbreds, which has proved challenging, 
and the disease causing tying-up in Arabian horses. 
Advanced molecular techniques are also being ap-
plied to some disorders to determine exactly what 

the basis of clinical signs and to better direct the 

disorders of athletic breeds are polysaccharide 
storage myopathy (PSSM), hyperkalemic periodic 
paralysis (HYPP), and glycogen branching enzyme 

these diseases and the underlying causative genetic 

in Quarter horses and related breeds, and typically 

causes signs of tying-up. It is also linked to high 
body condition, which can be desirable in those 
breeds. HYPP causes weakness and paralysis and, 
occasionally, death. It is also associated with high 
muscle mass, and therefore became prevalent due 
to positive selection pressure for this trait. GBED 
is an inevitably fatal disorder of Quarter Horses 
and Paints, causing weakness and death in the 

association with a positive trait is not recognized. 
All three of these disorders can be readily tested 
for on hair or blood. 

to share a disorder causing tying-up during train-
ing, with clinical signs rarely or never seen during 

recurrent exertional rhabdomyolysis (RER). It ap-
pears to be more common in faster horses because 
it might permit more rapid muscular processes at 
the cellular level, hence there has been positive 

many years of work. Warmblood and Arabian 
horses might also share a disorder recently coined 

disease appear to consist of tying-up in Arabian 

movement abnormalities in Warmblood horses. 

or RER. 
In summary, muscular disorders are common 

in athletic horses, and can be frustrating and 
even fatal under some circumstances. Association 

prevalence of some of these diseases. Genetic test-
ing is available for many heritable equine diseases, 

disorders will be developed in the coming years. 
Genetic stewardship relies on breeders being edu-
cated about heritable disorders, and performing 
proactive breeding selection processes to produce 
horses that are not only high performers but also 
genetically sound. 

CONTACT:
Erica McKenzie, BSc, BVMS, PhD, DACVIM, DACVSMR
erica.mckenzie@oregonstate.edu
(541) 737-2858
Carlson College of Veterinary Medicine
Oregon State University
Corvallis, OR

図 2.　雌のフタトゲチマダニ（ALT）は雄の授精なしで繁殖し、定着後は地域の個体数が急速に増

　　　加する。ALT は約 2,000 個の全てが雌となる卵を産卵出来る。米国では雄の ALT は稀である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　原図：James Gathany（CDC）
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競技馬の筋疾患

　ウマの筋組織はエンジンルームであり、サラブレッド種の体重の半分以上を占める。細胞レベルでは、力

の発揮および熱産生機能を調整する特殊なタンパク質の無数の配列で構成される複雑な組織である。筋組織

の障害はプアパフォーマンス、ときに死亡の原因となる。さらに特定の競技馬群では 5 〜 25% の個体が遺

伝性の筋疾患を有している。筋疾患は競技馬の複数の品種で普通に認められ、意外にも発達した筋肉や効率

的な代謝など、有利となる効果をもたらすことがある。

　ウマの競技パフォーマンスにおける筋組織の重要性を考慮すると当然のことであるが、多くの研究の焦点

が当てられてきた。過去 20 年の間に、競技馬の「タイイングアップ」は少なくとも 3 つの別々の疾患に分

類され、遺伝性であることから品種による素因の違いが強い傾向が認められる。著しい脱力、呼吸麻痺や早

期新生子死亡などの原因となるいくつかの他の遺伝性筋疾患もまた明らかになってきた。医学の進歩によっ

て、今日ではこれらの疾患の多くに対し、遺伝学的根拠に基づく簡便な被毛あるいは血液検査が実施される。

生産者は、科学的に検証された遺伝学的検査を用いて、所有する種畜が既知の疾患に罹患していないかを検

査することによって、適切に管理責任を果たすことが推奨される。現在実施されている研究によって、サラ

ブレッド種およびスタンダードブレッド種のタイイングアップの原因となる疾患遺伝子マーカーの特定が試

みられている。それは困難な課題であるが、アラブ種でも同様の研究が実施されている。先端的な分子技術

はまた、他のいくつかの疾患に対しても、臨床症状の原因を特定する一助として細胞レベルで生じている異

常を正確に把握し、そして効果的な遺伝子検査法の開発にさらに寄与するために用いられている。

　疾患の細胞レベルでの特徴や原因となる遺伝子変異のかなりの部分が明らかとなっていることから、現在

最もよく解明されている競技馬の筋疾患は、多糖類貯蔵ミオパチー（Polysaccharide Storage Myopathy：

PSSM）、高カリウム性周期性四肢麻痺（Hyperkalemic Periodic Paralysis：HYPP）、グリコーゲン分枝

酵素欠損症（Glycogen Branching Enzyme Deficiency：GBED）である。PSSM はクォーターホースや

クォーターホース系統のウマでよく認められ、典型的なタイイングアップの症状を示す。この疾病は、これ

らの種に望ましいとされるボディーコンディションの高さとも関連している。HYPP は虚弱、麻痺そして時

に死亡の原因となる。本疾患は筋肉量の多さとも関連性があり、それ故にこの形質を選択的に繁殖させるこ

とによって広がった。GBED はクォーターホースやペイントホースにとって致死性疾患であり、生後数日か

ら数週間で虚弱や死亡の原因となる。この疾患は稀であり良いとされる形質との関連性は認められない。こ

れらの３つの疾患は被毛あるいは血液を用いて簡単に検査できる。 

　スタンダードブレッド種やサラブレッド種に認められる疾患は、トレーニング中にタイイングアップを示

すものの、実際の競走において臨床症状を示すことはまれか、まずない。この疾病は再発性労作性横紋筋融

解症（Recurrent Exertional Rhabdomyolysis：RER）と呼ばれる。本疾患は細胞レベルにおいてより速

い収縮運動を可能にするため、速く走るウマによく認められる傾向があり、正の選択圧がかけられてきた。

長年に亘る努力にもかかわらず、RER の遺伝学的な解明は思うように進まなかった。温血種やアラブ種は

また「筋原線維性ミオパチー（Myofibrillar Myopathy ：MFM）」と最近名付けられた疾患に罹患すること

がある。本疾患の臨床症状として、アラブ種ではタイイングアップ、温血種ではプアパフォーマンスや明確

な特徴のない運動異常が認められる。MFM の遺伝的要因は分かっておらず、MFM あるいは RER に対して

科学的に有効性が認められた遺伝学的検査はない。

　要約すると、筋疾患は競技馬に多く認められ、様々な症状を呈し時に致死的である。ウマに求められる特

定の良いとされる形質との関連性が、これらの疾患が広がる原因の一つとなってきた。遺伝学的検査は多く

のウマの遺伝性疾患に利用可能であり、まだ解明されていない疾患に対する検査も今後何年かのうちに開発

されるであろう。遺伝学的な管理は、遺伝性疾患の教育を受け、パフォーマンスが高いだけでなく遺伝的に

問題のないウマを生産するための交配選抜を実施している生産者にかかっている。

連絡先：Erica McKenzie, BSc, BVMS, PhD, DACVIM, DACVSMR

　　　　erica.mckenzie@oregonstate.edu

　　　　（541） 737-2858

　　　　Carlson College of Veterinary Medicine

　　　　Oregon State University

　　　　Corvallis, OR
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ウマの腎疾患

　腎機能は全ての動物種の全身の健康において重要な要素である。腎臓はいくつかの重要な機能を果たす。

いくつか例を挙げると、老廃物の除去、電解質の平衡、血圧の維持、骨健康のためのカルシウム源、赤血

球産生因子の産生などがある。加えて、腎臓は心拍出量の約 25% にも及ぶかなりの量の血液が流れている。

それ故に、血流の増減に関わらず、血流量の変化は腎臓に重大な影響を与える。

　2010 年〜 2018 年の 8 年間にわたってケンタッキー大学家畜診断研究所（UKVDL）に供されたウマの

剖検症例について、腎臓の病変に関連した診断がなされていないか調べられた。様々な品種のウマの胎子、

子馬および成馬が認められた。3.6%（386 ／ 10,541）のウマにいくつかのタイプの腎臓病変が認められた。

これらの診断のうち、腎臓病変が原発とされたのが 38%（n=148）、他の病変の続発性のものが 55%（n=211）、

偶発性のものが 7% （n=27）であった。

　原発病変の主要な原因は以下の通りである。炎症／感染性（95 例）；先天性（21 例）；腎癌／腎腺癌（10

例）；腎結石 （10 例）；中毒 （4 例）；外傷 （1 例）；混合型 （慢性腎不全や蛋白喪失性腎症など）（7 例）。

　感染／炎症例のうち、最も多く認められた原因は細菌性腎炎であった。症例の大多数は、胎子への

Leptospira interrogans 感染であった。レプトスピラ症は流産の原因であり、しばしば腎臓に限局して認めら

れる。Actinobacillus equuli は他に一般的に分離される細菌であり、新生子馬に最も多く、成馬にも時々認

められる。子馬において A. equuli 感染は、「sleepy foal disease」 と呼ばれる。A. equuli の感染経路とし

て、臍孔、吸入あるいは経口摂取が挙げられる。いくつかの症例が細菌性腎盂腎炎と診断された。細菌性腎

盂腎炎は腎盂の炎症であり、下部尿路（膀胱など）から上行性に波及する感染の結果として最も頻繁に起

こる。UKVDL で症例から最もよく分離された細菌は、Streptococcus zooepidemicus、Escherichia coli および

Enterococcus sp であった。

　先天性のカテゴリーに含まれた病変は、腎形成不全、腎無形成、先天性腎嚢胞あるいは先天性水腎／水尿

管症であった。いくつかの動物種（イヌやブタなど）では、腎臓の異常に遺伝あるいは栄養の関与が提唱さ

れているが、ウマではこれらの先天性病変の発症機序については未だに解明されていない。

　10 頭のウマが重度の腎結石症と診断された。結石は炭酸カルシウムあるいは炭酸カルシウムと他の無機

物との混合物から成っていた。一般的に腎結石のウマは閉塞がおこらなければ無症状である。腎結石の進行

は、嚢胞、腎乳頭壊死、腎盂腎炎あるいは腎癌など腎臓疾患の様々な病巣に関連していた。

　長期間に亘る非ステロイド抗炎症剤（NSAIDs）の使用によると疑われる腎乳頭（腎稜）壊死が、中毒に

分類された 4 症例のうち 3 症例で診断された。NSAIDs（フェニルブタゾン／ビュートやフルニキシンメグ

ルミン／バナミン）はウマの疼痛管理のために頻繁に使用される。NSAIDs は特定の酵素群であるシクロ

オキシゲナーゼ（COX）を抑制することで作用し、炎症を抑える。不幸にも、この経路における他の下流

阻害効果には、プロスタグランジン産生減少がある。腎髄質の特定の細胞は、組織への血流量を調整する伝

達物質であるプロスタグランジンを産生する。よって、プロスタグランジン産生が減少すると腎髄質への血

流は減少し、最終的に壊死してしまう。他に悪化因子としては、脱水や複数の NSAIDs の使用などがある。

幸い、NSAIDs による腎臓の合併症に関する記載は多く、実際には慎重に投与されている。

　ウマの腎臓は全身の健康において重要な役割を果たす。様々な疾病の進行過程で腎機能を低下させてしま

う可能性がある。ウマの健康のためには、これらの疾病を意識することが重要である。

連絡先：Jennifer Janes, DVM, PhD

　　　　jennifer.janes@uky.edu

　　　　（859） 257-8283

　　　　University of Kentucky Veterinary Diagnostic Laboratory

　　　　Lexington, KY
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日本中央競馬会、地方競馬全国協会、日本馬術連盟および日本

軽種馬協会を中心に構成され、軽種馬の自衛防疫を目的とする 

協議会です。
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